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令和２年度補助金評価表（令和元年度交付分）

事務事業名 青少年育成市民会議補助金

担当所属 生涯学習課 連絡先 092-332-2092

区分 ②奨励・支援的事業補助

該当例規等 糸島市社会教育関係団体補助金交付規程

基本目標 基本目標２＿子どもが健やかに育つまちづくり

政策 政策３＿青少年の健全育成

施策 施策⑩＿学校・家庭・地域が連携し、子どもが健やかに育つ地域をつくる

【目的】

　異年代の子どもどうしの交流、地域の大人との交流、多様な体験の機会などが減少
し、さまざまな問題が生じている。学校・家庭・地域の連携により、各青少年育成団
体の特性や地域性に応じた円滑で充実した活動を支援し、市民による青少年育成を実
現する。

②
各青少年育成団体の代表者を集めての研
修会の実施【対象事業】

 各青少年育成団体（15校区民会議、15
校区子ども会育成会連絡協議会、糸島市
子ども会育成会連絡協議会）での青少年
育成事業の実施

①

事業概要 成果指標

補助期間 令和２年度 まで

　青少年の健全育成に関する事業（市民会議が行う研修会、各青少年育成団体が行う
事業）

【対象者】

　糸島市青少年育成市民会議

今後の実施方向性 現状維持

　青少年の育成に対する市民全体の意識向上のためにも必要な事業であり、継続して事業を進めていく。

単位 H31年度実績 目標値

年　度 単位 令和元年度決算 令和2年度予算

成果指標

① 回／年 3 3

② 回／年 1 1

トータルコスト 円 2,854,000 2,854,000

市民及び議会等の意向・ニーズの変化等

地域の実情に合わせた青少年育成のための取組が可能であるため、市民の満足度はかなり高い。

開始時の周辺環境・課題

地域における青少年を取り巻く問題解決の根本的効果的な解決手段が見いだせない以上、継続した地道な地域活動が必要である。

現状の周辺環境・課題

活動の主体を校区民会議や校子連など市民主体の団体とすることで、「地域の実情に合わせ、地域の子どもは地域が育てる」とい
うことが強く認識されている。

今後の予想される周辺環境・課題

青少年を取り巻く問題の解決には、地域主体の継続した取組みが必要不可欠であるが、他に資金調達の可能性が低いため、活動の
停滞、中止を招かぬよう、引き続き行政からの支援が必要。


